
日
時

場
所

演
題

講
師

申
込

対
象
者

参
加
費

内
容

開
催
日

講
師

時
間

場
所

定
員
受
講
料

申
込
方
法

申
込
期
限

お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

催
し

三
矢
そ
ば
打
ち
道
場
（
第
3
期
）

開
催
要
領

Living 
Information

安芸高田市　☎42-2111（代）

Living 
Information

安芸高田市　☎42-2111（代）
〈 FAX 〉

総務部・企画振興部・・・・・42-4376
市民部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・42-2130
福祉保健部・・・・・・・・・・・・・・・42-2130
産業振興部・・・・・・・・・・・・・・・42-1003
建設部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・47-1206
教育委員会・・・・・・・・・・・・・・・42-4396
議会事務局・・・・・・・・・・・・・・・47-0250
消防本部・消防署・・・・・47-1191

八千代支所・・・・・・・・・・・☎52-2111
美土里支所・・・・・・・・・・・☎54-0311
高宮支所・・・・・・・・・・・・・・・☎57-0311
甲田支所・・・・・・・・・・・・・・・☎45-4111
向原支所・・・・・・・・・・・・・・・☎46-3111

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

辻 

泰
喜

出
井 

拓
樹

加
藤 

真
佐
子

中
山 

真
一

寳
田 

朋
宏

小
島 

洋

小
野
田 

洋
介

小
寺 

泰
弘

長
井 

眸

工
藤 

千
明

室
坂 

昌
三
九

青
山 

ゆ
か
り

小
笠
原 

博
信

齊
藤 

香
織

松
本 

貴
行

下
迫 

俊
司

菅
野 

裕
太

池
田 

尚
弘

森
岡 

真
司

吉
井 

裕
人

鈴
木 

元
三
郎

市
原 

高
義

井
手 

雄
基

植
松 

隆

高
齢
者
虐
待
は
、
早
期
対
応
が
大
切
で

す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
無
意
識
の
う
ち

に
虐
待
が
発
生
し
、
深
刻
化
し
て
い
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
行
為
が
虐
待
に
あ
た
る
か
、

相
談
先
が
ど
こ
か
等
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
で
の
早
期
発

見
及
び
見
守
り
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
防
止
の
た
め
に
、
地
域
で

出
来
る
こ
と
は
何
か
、
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

３
月
７
日
（
火
）
13
時
30
分
〜
15
時

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
４
階
小
ホ
ー
ル

「
防
ご
う
！
高
齢
者
虐
待
」〜
虐
待
の
起
こ

ら
な
い
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
〜

ま
つ
た
に
社
会
福
祉
士
事
務
所

松
谷 

恵
子
さ
ん

　
　
　
一
般
市
民

　
　
　
無
料

　
　
不
要

高
齢
者
福
祉
課

（
公
財
）
安
芸
高
田
市
地
域
振
興
事
業

団
で
は
、
地
産
地
消
の
推
進
と
そ
ば
文
化

の
普
及
を
図
る
た
め
、
市
民
の
方
を
対
象

と
し
た
「
三
矢
そ
ば
打
ち
道
場
」
を
開
催

し
ま
す
。

あ
な
た
の
手
で
安
芸
高
田
産
の
そ
ば
を

打
ち
、
ご
家
族
や
友
人
に
美
味
し
い
「
三

矢
そ
ば
」
を
ご
馳
走
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
本
格
的
に
そ
ば
打
ち
技
術
を
習
得
し
た

い
初
心
者
を
対
象
・
そ
ば
打
ち
稽
古
を

中
心
に
5
回
の
講
座
）
を
連
続
し
て
受

講
・
打
っ
た
そ
ば
は
お
持
ち
帰
り

・
そ
ば
打
ち
の
た
め
の
道
具
は
用
意

安
芸
高
田
市
吉
田
町
吉
田
４
０
６
御
里
茶

屋
（
少
年
自
然
の
家
の
隣
）

　
　
　
1
回
２
，
０
０
０
円

　
　
5
名

第
１
回
　
２
月
13
日
（
月
）

第
２
回
　
２
月
24
日
（
金
）

第
３
回
　
２
月
27
日
（
月
）

第
４
回
　
３
月
６
日
（
月
）

第
５
回
　
３
月
10
日
（
金
）

　
　
15
時
30
分
〜
17
時
30
分

※

変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

島
根
県
飯
南
町
頓
原
　
有
限
会
社
　
一
福

・
安
芸
高
田
市
に
在
住
か
勤
務
さ
れ
て
い

る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

・
参
加
申
込
書
又
は
、
氏
名
、
住
所
、
連

絡
先
を
明
記
の
上
、
F
A
X
か
電
話
又

は
メ
ー
ル
で
申
込
期
限
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
（
申
込
用
紙
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
事

業
団
事
務
所
に
あ
り
ま
す
）

　
☎
42

－

１
０
１
１

　
　

42

－

４
３
２
２

　
　m

itsuya3@
bronze.ocn.ne.jp

　
　
　
　
平
成
29
年
２
月
２
日
（
木
）

※

参
加
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
等
で
決
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
安
芸
高
田
市
地
域
振
興
事

業
団

　
☎ 

42

－

１
０
１
１

　【
担
当
：
上
本
・
小
田
】

家
畜
伝
染
病
予
防
法
が
改
正
さ
れ
、
畜

産
業
に
限
ら
ず
、
家
畜
を
飼
育
し
て
い
る

方
は
、
毎
年
２
月
１
日
時
点
で
飼
育
し
て

い
る
家
畜
の
頭
羽
数
、
衛
生
管
理
状
況
に

つ
い
て
、
都
道
府
県
へ
の
報
告
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
毎
年
４
月
15
日
ま
で
に
報
告

牛
、
水
牛
、
鹿
、
馬
、
羊
、
山
羊
、
豚
、

い
の
し
し

●
毎
年
４
月
15
日
ま
で
に
報
告

鶏
、
そ
の
他
家
き
ん

広
島
県
西
部
畜
産
事
務
所

広
島
県
西
部
家
畜
保
険
衛
生
所

〒
７
３
９

－

０
０
１
３

東
広
島
市
西
条
御
条
町
１

－

１
５

　
☎
０
８
２

－

４
２
３

－

２
４
４
１

報
告
様
式
に
つ
い
て
は
、
当
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
広
島
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
広
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】「
飼
養
衛
生
管

理
基
準
」
で
検
索

http://w
w
w
.pref.hiroshim

a.lg.jp/sos

hiki/85/1171005670976.htm
l

法
務
局
で
は
、
登
記
相
談
予
約
制
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

登
記
相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、

電
話
又
は
窓
口
で
あ
ら
か
じ
め
ご
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
不
動
産
登
記
（
三
次
支
局
）

　
☎
０
８
２
４

－

62

－

２
５
０
４

○
会
社
・
法
人
登
記（
本
局
法
人
登
記
部
門
）

　
☎
０
８
２

－

２
２
８

－

５
２
０
１

ご
予
約
い
た
だ
く
こ
と
で
、
お
待
ち
い

た
だ
く
こ
と
な
く
相
談
窓
口
が
ご
利
用
で

き
ま
す
。
予
約
な
く
来
庁
さ
れ
た
場
合
、

当
日
中
に
相
談
が
お
受
け
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。相
談
時
間
は
20
分
程
度
で
す
。

詳
し
く
は
、
広
島
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
年
度
に
交
付
し
て
い
る
お
太
助
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
使
用
期
限
は
平
成
29
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
た
も

の
は
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

安
芸
高
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
平

成
29
年
３
月
18
日
任
期
満
了
に
よ
る
横
田

財
産
区
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
執
行
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
　
　
２
月
28
日

　
　
　
　
３
月
５
日

　
　
　
12
人

平
成
28
年
11
月
22
日
、
立
候
補
の
届
出

を
締
切
っ
た
と
こ
ろ
、
立
候
補
者
の
数
が

定
数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
投
票
は
行

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

・
北
財
産
区
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
当
選

者(

定
数
12)

佐
々
木 

忠
則
／
中
元 

昭
司
／
髙
松 

勝
司

小
櫻 

國
昭
／
古
田 

清
／
岸
本 

孝
四
郎
／

谷
本 

敏
昭
／
古
田 

久
雄
／
中
岡 

良
次
／

西
川 

富
雄
／
鉄
橋 

正
章
／
出
原 

雅
和

(

届
出
順)

有
料
道
路
を
利
用
さ
れ
る
障
害
者
の
方

に
対
し
て
、
有
料
道
路
の
割
引
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
割
引
を
受
け
る
た
め
に
は
、
市
で
事
前

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

①
障
害
者
ご
本
人
が
運
転
す
る
場
合
、
身

体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

②
障
害
者
ご
本
人
以
外
の
方
が
運
転
し
、

障
害
者
ご
本
人
が
同
乗
さ
れ
る
場
合
、

第
１
種
の
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
第

１
種
の
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

自
家
用
の「
乗
用
自
動
車
」「
貨
物
自
動
車
」

「
特
殊
用
途
自
動
車
」「
二
輪
自
動
車
」

※

本
人
ま
た
は
親
族
な
ど
所
有
者
に
制
限

が
あ
り
ま
す
。

※

登
録
で
き
る
自
動
車
は
障
害
者
の
方
お

一
人
に
つ
き
一
台
で
す
。

通
常
料
金
の
半
額

※

Ｅ
Ｔ
Ｃ
時
間
帯
割
引
・
休
日
割
引
な
ど

と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

②
自
動
車
検
査
証
ま
た
は
軽
自
動
車
届
出

済
証

③
運
転
免
許
証
（
障
害
者
ご
本
人
が
運
転

さ
れ
る
場
合
）

※

Ｅ
Ｔ
Ｃ
で
の
割
引
を
利
用
さ
れ
る
場
合

に
は
次
の
も
の
も
必
要
で
す
。

・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
（
原
則
、
障
害
者
本
人

名
義
の
も
の
）

・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
の
管
理
番
号
が
確
認
で

き
る
も
の
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
申

込
書
・
証
明
書
な
ど
）

声
の
目
録
は
、
広
島
県
立
図
書
館
で
貸

出
し
が
で
き
る
CD
・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
・

デ
イ
ジ
ー
（※

）
を
紹
介
し
た
も
の
で
す
。

声
の
目
録
は
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
版
、
デ

イ
ジ
ー
版
、点
字
版
、墨
字
版
が
あ
り
ま
す
。

墨
字
版
は
広
島
県
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

※

デ
イ
ジ
ー
と
は
、
CD
へ
デ
ジ
タ
ル
録
音

さ
れ
た
図
書
で
す
。
再
生
に
は
専
用
の

機
器
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
用
の
再
生
ソ
フ

ト
が
必
要
で
す
。

来
館
ま
た
は
郵
送
で
貸
出
し

※

視
覚
に
障
害
が
あ
り
、
広
島
県
立
図
書

館
に
利
用
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
が
対

象
で
す
。

広
島
県
立
図
書
館

　
☎
０
８
２

－

２
４
１

－

２
２
９
９

政
府
は
、
毎
年
２
月
７
日
を
「
北
方
領

土
の
日
」
と
定
め
、
北
方
領
土
返
還
要
求

を
進
め
て
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
で
は
、
２
月
７
日
に
街
頭

啓
発
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を

更
に
深
め
ま
し
ょ
う
。

『
四
島
の
未
来
　
心
か
よ
わ
せ
　
返
還
へ
』

※

平
成
28
年
度
北
方
領
土
に
関
す
る
標
語

最
優
秀
賞
（
独
立
行
政
法
人
北
方
領
土

問
題
対
策
協
会
）

製
鉄
業
等
８
業
種
の
特
定
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
、
平
成
28
年
12
年
31
日
か
ら
発

行
し
ま
す
。

な
お
、
適
用
さ
れ
る
業
種
の
詳
細
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、広
島
労
働
局
賃
金
室（
☎

０
８
２

－

２
２
１

－

９
２
４
４
）
ま
た
は

三
次
労
働
基
準
監
督
署
（
☎
０
８
２
４

－

62

－

２
１
０
４
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
賃
金
引
き
上
げ
に
取
り
組
む
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
に
、
賃
金

引
き
上
げ
の
た
め
の
助
成
金
制
度
（
業
務

改
善
助
成
金
、キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
）

が
あ
り
ま
す
。

●
制
度
の
詳
細
は
、
広
島
労
働
局
ま
た
は

広
島
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

●
内
藤 

亨
様
へ
贈
呈

「
安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

制
度
」
に
よ
り
、
市
へ
多
額
の
寄
附
を
い

た
だ
い
た
内
藤
亨
様
（
向
原
町
出
身
）
へ
、

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、「
歴
史
と
文

化
の
香
り
高
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
」、

「
安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援
の
会
関
東

地
区
活
動
支
援
」
に
大
切
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
公
営
住
宅
】

・
所
得
制
限
（
上
限
）
あ
り

■
北
生
住
宅
（
美
土
里
町
生
田
）

広
さ
：
３
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
：
１
戸

■
朝
日
が
丘
住
宅
（
向
原
町
戸
島
）

広
さ
：
３
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
：
１
戸

■
尾
原
住
宅
（
向
原
町
坂
）

広
さ
：
３
Ｄ
Ｋ
　
戸
数
：
1
戸

※

制
限
項
目
や
立
地
条
件
な
ど
は
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込

書
等
を
住
宅
政
策
課
で
用
意
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
月
６
日
（
月
）〜
２
月
20
日
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後
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時
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建
設
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宅
政
策
課
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城
跡東

西
約
20
ｍ
の
郭
１
と
東
西
35
ｍ
の

郭
２
を
中
心
に
西
を
背
に
し
て
３
方
向

の
尾
根
上
に
整
然
と
し
た
郭
が
そ
れ
ぞ

れ
数
段
築
か
れ
て
い
ま
す
。
郭
１
の
西

の
谷
に
は
土
橋
A
、
北
東
方
向
に
は
土

橋
B
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
更
に
先
に
も

郭
跡
が
あ
り
ま
す
。
堀
切
C
は
浅
く
、

他
に
堀
や
土
塁
は
確
認
で
き
ま
せ
ん

が
、
非
常
に
高
い
山
で
周
辺
の
城
と
比

べ
て
も
規
模
は
大
き
く
、
遺
構
も
良
好

に
残
り
ま
す
。

考
察浅

間
氏
に
つ
い
て
は
存
在
が
確
認
で

き
ま
せ
ん
が
、
戦
国
初
期
は
こ
の
一
帯

は
高
橋
氏
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
と
思
わ

れ
、
高
橋
方
の
城
で
あ
っ
た
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
「
加
不
呂
久
」
は
「
か
ふ
ろ
く
」

の
当
て
字
で
、
本
来
は
「
こ
う
ろ
く
」

と
読
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、「
香
六
城
」
と
す
べ
き
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

立
地釣

場
と
な
っ
て
い
る
香
六
ダ
ム
の
す

ぐ
南
の
険
し
い
山
上
に
あ
り
、
後
原

集
落
と
香
六
集
落
の
背
後
に
あ
た
り

ま
す
。
江
戸
中
期
の
「
高
田
郡
図
」

を
み
る
と
、
北
か
ら
羽
佐
竹
村
の
こ

の
辺
り
を
通
り
、
三
田
谷
を
抜
け
て

江
の
川
に
つ
な
が
る
道
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
な
お
、
現
在
羽
佐
竹
地
区

で
は
唯
一
の
城
跡
で
す
。

歴
史江

戸
中
期
の
『
高
田
郡
村
々
覚
書
』

に
は｢

後
原
古
城
山｣

、
江
戸
後
期
の

『
国
郡
志
御
編
集
二
就
テ
下
調
郡
辻
書

出
帳
』
に
は｢

か
ふ
ろ
く
山｣

と
記
さ

れ
城
主
は
浅
間
和
泉
守
と
あ
り
ま
す
。

そ
の
数
年
後
の
『
芸
藩
通
志
』
で
初

め
て
「
加
不
呂
久
山
」
と
記
載
が
あ

り
ま
す
。
浅
間
氏
に
つ
い
て
は
全
く

不
明
で
す
が
、
後
に
高
野
山
へ
移
っ

た
と
い
う
別
の
記
録
も
あ
り
ま
す
。

シリーズ｢お城拝見！｣第 72回加不呂久城《高宮町羽佐竹》

か ふ ろ く

加不呂久城遠望（北側ダム湖畔より撮影）

周辺位置図 (国土地理院標準地図に加筆）

郭１（東側から撮影）

加不呂久城略測図（作図 秋本哲治）
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